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山
裕
事
務
局
長
は
じ
め
自
民
党
奄
美
振
興
特
別
委
員
会
、
遠
山
清
彦

委
員
長
は
じ
め
公
明
党
奄
美
テ
ィ
ダ
委
員
会
な
ど
を
中
心
と
し
た
政

治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
な
け
れ
ば
実
現
し
え
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
奄
美
の
実
情
を
深
く
理
解
さ
れ
、
奄
美
の
未
来
に
向
け
た

絵
姿
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
国
土
交
通
省
お
よ
び
関
係
省
庁
の
皆
様

や
、
伊
藤
祐
一
郎
鹿
児
島
県
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
県
当
局
の
並
々

な
ら
ぬ
ご
努
力
こ
そ
が
新
た
な
奄
美
振
興
へ
の
扉
を
開
い
た
と
言
え

る
。
今
回
の
法
改
正
に
あ
た
っ
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の

方
々
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

日
本
復
帰
の
翌
年
、
昭
和
二
九
年
に
議
員
立
法
と
し
て
成
立
し
た

「
奄
美
群
島
復
興
特
別
措
置
法
」か
ら「
奄
美
群
島
振
興
特
別
措
置
法
」、

現
在
の
奄
振
法
ま
で
、
奄
美
群
島
に
か
か
る
特
別
措
置
法
は
数
次
の

延
長
改
正
が
な
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
復
興
当
初
に
は
道
路
や

河
川
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
文
教
施
設
、
電
力
な
ど
の
整
備
事
業

が
中
心
だ
っ
た
が
、
奄
美
群
島
振
興
特
別
措
置
法
時
に
は
群
島
内
外

①
地
域
振
興
の
展
望

特
集
　奄
美
・
小
笠
原
法
改
正奄

美
群
島
の
自
立
的
発
展
に

向
け
て

昭
和
22
年
奄
美
市
旧
笠
利
町
生
ま
れ
。
拓
殖
大
学
商
学

部
卒
。
鹿
児
島
県
信
用
保
証
協
会
、
奄
美
群
島
振
興
開

発
基
金
を
経
て
、
平
成
6
年
か
ら
笠
利
町
長
（
3
期
）、

奄
美
市
副
市
長
を
歴
任
。
同
21
年
奄
美
市
長
就
任
（
現

在
2
期
目
）。

奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
管
理
者
／
鹿
児
島
県
奄
美
市
長
　
朝
山
　
毅

　

奄
美
大
島
、
加か

計け

呂ろ

麻ま

島じ
ま

、
請う
け
し
ま島

、
与よ

路ろ

島し
ま

、
喜
界
島
、
徳
之
島
、

沖お
き
の

永え

良ら

部ぶ

島じ
ま

、
与
論
島
の
有
人
八
島
で
構
成
さ
れ
る
奄
美
群
島
。

奄
美
群
島
の
日
本
復
帰
六
〇
周
年
の
喜
び
に
沸
き
返
る
平
成
二
五
年

一
二
月
二
五
日
の
前
日
、
二
六
年
度
政
府
予
算
案
が
発
表
さ
れ
、
奄

美
群
島
一
二
市
町
村
が
実
現
に
向
け
て
要
望
を
続
け
て
き
た
「
奄
美

群
島
振
興
交
付
金
」
制
度
創
設
と
予
算
案
が
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
た
び
の
第
一
八
六
回
国
会
に
お
い
て
、
同
交
付
金
の
ほ
か
「
市

町
村
産
業
振
興
促
進
計
画
」
や
定
住
の
促
進
を
規
定
し
た
「
奄
美
群

島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
」（
以
下
、
奄
振
法
）
の
延
長
が
可
決
さ
れ
た
。

　

今
回
改
正
さ
れ
た
奄
振
法
は
、
奄
美
振
興
に
お
い
て
歴
史
的
転
換

点
と
も
言
う
べ
き
新
た
な
法
律
に
進
化
し
た
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

日
本
復
帰
六
〇
年
、
ま
さ
に
自
立
的
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
の
新

た
な
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
準
備
が
万
端
に
整
え
ら
れ
た
思
い
で
あ
る
。

当
初
は
〝
異
次
元
の
要
求
〞
と
も
言
わ
れ
た
交
付
金
制
度
創
設
と
所

要
額
の
確
保
、
新
た
な
奄
振
法
の
成
立
は
、
保
岡
興
治
委
員
長
、
森

は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
の
奄
美
群
島
の
振
興
開
発
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を
結
ぶ
結
節
点
と
な
る
空
港
や
港
湾
、
産
業
振
興
の
た
め
の
農
業
基

盤
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
整
備
さ
れ
た
。
同
四
九
年
度
か
ら

離
島
振
興
事
業
と
同
様
、
国
土
庁
（
当
時
）
に
公
共
事
業
予
算
が
一

括
計
上
さ
れ
る
方
式
と
な
っ
て
以
来
、
島
内
交
通
基
盤
の
充
実
や
生

活
環
境
整
備
、
防
災
対
策
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
、
土
地
改

良
や
地
下
ダ
ム
を
は
じ
め
産
業
基
盤
整
備
が
推
進
さ
れ
る
な
ど
、
各

種
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お
い
て
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
高
い
流
通
コ
ス
ト
や
台
風
常
襲
地
帯
な

ど
外
海
離
島
と
し
て
の
地
理
的
な
不
利
性
に
加
え
、
安
全
・
安
心
に

暮
ら
す
た
め
の
生
活
環
境
・
定
住
条
件
の
本
土
と
の
格
差
、
総
人
口

お
よ
び
若
年
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
担
い
手
不
足
、

天
候
不
良
や
病
害
虫
に
よ
る
農
作
物
被
害
、
入
込
観
光
客
数
の
低
迷
、

情
報
通
信
整
備
の
格
差
、
各
種
産
業
不
振
に
よ
る
雇
用
機
会
の
縮
小

な
ど
の
課
題
が
恒
常
化
し
、
地
域
経
済
の
閉
塞
感
が
蔓
延
し
て
い
る

状
況
も
あ
る
。
加
え
て
、
奄
美
群
島
と
の
類
似
点
の
多
い
沖
縄
県
と

の
関
係
に
お
い
て
は
、
地
理
的
近
接
性
か
ら
相
互
の
政
策
上
の
格
差

が
産
業
振
興
の
面
で
の
競
争
条
件
格
差
に
直
結
し
か
ね
な
い
。
今
後

は
、「
奄
美
・
琉
球
」
で
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
視
野
に
入
れ
た
、

沖
縄
県
と
の
調
和
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

国
や
県
に
よ
る
奄
振
法
改
正
の
取
り
組
み
が
本
格
化
す
る
前
の
平

成
二
三
年
一
一
月
、
奄
美
群
島
一
二
市
町
村
長
で
組
織
す
る
奄
美
群

島
市
町
村
長
会
は
、
奄
美
群
島
の
自
立
的
発
展
並
び
に
そ
の
住
民
の

生
活
の
安
定
及
び
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
雇
用
の
創
出
に
重

点
を
置
き
、そ
の
拡
大
を
目
指
す「
奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」

（
以
下
、
ビ
ジ
ョ
ン
）
の
策
定
を
決
め
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
策
定
の

事
務
局
を
奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
（
以
下
、
奄
美
広
域
）
と
す
る
こ

と
を
定
め
、
五
人
体
制
だ
っ
た
奄
美
広
域
の
広
域
振
興
課
（
現
・
奄

美
振
興
課
）
は
、
同
二
四
年
度
に
は
九
人
体
制
に
拡
充
を
図
っ
た
。

　

奄
美
広
域
は
、
平
成
三
年
設
立
の
奄
美
群
島
一
二
市
町
村
（
設
立

当
初
一
四
市
町
村
）
を
構
成
団
体
と
す
る
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
特
別

地
方
公
共
団
体
で
あ
る
。
予
算
の
大
半
は
市
町
村
の
負
担
金
で
構
成

さ
れ
、
市
町
村
か
ら
の
出
向
職
員
が
勤
務
し
て
い
る
。
今
回
の
法
改

正
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
が
主
体
的
に
取
り
組
む
べ
く
、
並
々
な
ら

ぬ
決
意
の
も
と
、
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
決
定
か
ら
四
ヶ
月
間
と
い
う
短

期
間
の
う
ち
に
奄
美
広
域
の
組
織
体
制
強
化
が
図
ら
れ
た
。

　

同
二
四
年
四
月
に
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
向
け
て
の
提
言
機
関
で

あ
る
奄
美
群
島
成
長
戦
略
推
進
懇
話
会
の
第
一
回
会
議
を
開
催
し
た
。

同
懇
話
会
は
、
奄
美
群
島
主
要
五
島
の
代
表
市
町
村
長
の
ほ
か
、
学

識
経
験
者
や
奄
美
出
身
本
土
在
住
者
に
加
え
、
国
土
交
通
省
国
土
政

策
局
特
別
地
域
振
興
官
、
鹿
児
島
県
企
画
部
長
に
も
ご
参
加
い
た
だ

い
た
。
こ
れ
は
、
地
元
に
お
け
る
議
論
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
受
け
止
め

て
い
た
だ
き
、
奄
美
群
島
の
将
来
に
向
け
た
方
向
性
を
と
も
に
議
論

す
る
た
め
で
あ
る
。
同
懇
話
会
は
、
同
二
五
年
二
月
の
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
に
至
る
ま
で
の
一
年
間
に
計
四
回
開
催
さ
れ
、
各
界
各
層
の
立
場

奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
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か
ら
熱
心
な
議
論
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
奄
美
群
島
の
将
来
像
を
示
す
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、
各
島

の
個
性
を
発
揮
す
る
方
向
性
を
示
す
た
め
、
主
要
五
島
に
お
い
て
行

政
と
民
間
委
員
で
構
成
す
る
各
島
分
科
会
を
設
置
し
た
。
奄
美
広
域

で
は
、
委
員
の
意
見
を
広
く
取
り
入
れ
る
た
め
、
従
来
の
会
議
と
は

異
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
会
議
を
採
用
し
、
島
々
の
特
徴
が
存

分
に
打
ち
出
さ
れ
た
島
ご
と
の
方
策
を
ま
と
め
る
に
至
っ
た
。
な
お
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
会
議
で
は
、
奄
振
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
て
い

る
独
立
行
政
法
人
奄
美
群
島
振
興
開
発
基
金
の
初
の
民
間
出
身
理
事

長
で
あ
る
澤
田
正
晴
氏
の
ご
協
力
の
も
と
、
数
回
に
わ
た
り
職
員
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
職
員
の
質
の
向
上
に
努
め
た
。

　

こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
平
成
二
五
年
二
月
、
奄
美
群
島
成

長
戦
略
推
進
懇
話
会
の
最
終
提
言
を
受
け
、
奄
美
群
島
市
町
村
長
会

に
お
い
て
「
奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ
れ
た
。
同

ビ
ジ
ョ
ン
は
、
国
の
奄
美
群
島
振
興
開
発
審
議
会
や
鹿
児
島
県
に
対

し
、
地
元
が
考
え
る
奄
美
群
島
の
将
来
像
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
方

策
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

奄
美
群
島
一
二
市
町
村
で
は
、
今
回
新
た
に
創
設
さ
れ
た
交
付
金

制
度
は
、
ま
さ
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
体
化
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
同
交
付
金
制
度
に
お
い
て
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

き
、「
農
業
」「
観
光
／
交
流
」「
情
報
」
を
雇
用
創
出
に
向
け
た
重
点

産
業
分
野
と
位
置
づ
け
て
積
極
的
な
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

「
定
住
」「
文
化
」
を
人
材
の
確
保
や
他
地
域
か
ら
の
独
自
化
を
進
め

る
エ
ッ
セ
ン
ス
と
し
て
活
用
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

　

奄
美
群
島
が
有
す
る
条
件
不
利
性
を
克
服
す
る
取
り
組
み
の
推
進

は
、
今
回
の
交
付
金
制
度
に
お
け
る
も
っ
と
も
画
期
的
な
特
徴
で
あ

る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
奄
美
群
島
特
有
の
条
件
不
利
性
の
最
た
る

も
の
と
は
、
農
林
水
産
物
の
島
外
出
荷
に
係
る
高
額
な
輸
送
コ
ス
ト

と
市
場
競
争
力
の
低
下
、
奄
美
群
島
へ
の
観
光
／
交
流
ア
ク
セ
ス
の

阻
害
要
因
と
し
て
の
高
額
な
航
路
・
航
空
路
運
賃
で
あ
る
。

　

奄
美
群
島
最
南
端
の
与
論
島
は
、
沖
縄
県
と
隣
接
し
沖
縄
本
島
の

北
端
か
ら
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
い
な
い
。
当
然
な
が
ら
、

温
暖
な
気
候
を
活
用
し
た
作
物
の
栽
培
で
は
、
両
地
域
の
品
目
は
類

似
し
た
も
の
と
な
っ
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
二
四
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
に
お
い
て
「
沖
縄

県
内
農
林
水
産
物
出
荷
団
体
等
に
対
す
る
輸
送
コ
ス
ト
支
援
に
係
る

事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
沖
縄
県
と
隣
接
す
る
奄
美

群
島
の
農
家
は
、
市
場
競
争
面
で
不
利
を
被
っ
た
。

　

ま
た
、
奄
美
群
島
は
鹿
児
島
本
土
か
ら
三
八
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

外
海
離
島
で
あ
り
、
奄
美
大
島
〜
鹿
児
島
間
の
航
路
の
場
合
、
一
一

時
間
も
の
時
間
を
要
す
る
。
外
海
離
島
で
あ
る
た
め
、
一
度
に
多
く

の
送
客
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
高
速
船
の
就
航
も
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
観
光
／
交
流
ア
ク
セ
ス
は
航
空
路
線
が

主
要
手
段
と
な
っ
て
い
る
が
、
高
額
な
航
空
運
賃
が
交
流
人
口
の
拡

①
地
域
振
興
の
展
望

特
集
　奄
美
・
小
笠
原
法
改
正

奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
現
化
す
る
交
付
金
制
度
の
実
現
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大
の
障
壁
と
な
っ
て
き
た
。

　

今
回
の
交
付
金
制
度
に
よ
り
、
こ
れ
ら
条
件
不
利
性
を
克
服
す
る

事
業
展
開
が
可
能
と
な
り
、
地
域
産
業
の
振
興
開
発
の
起
爆
剤
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
同
時
に
、
奄
美
群
島
市
町
村
に
は
、
条
件

不
利
性
を
改
善
す
る
二
事
業
の
効
果
を
最
大
限
に
す
る
た
め
に
、
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
各
種
施
策
を
効
果
的
か
つ
戦
略
的
に
推
進
し
、
地

域
の
産
業
を
足
腰
の
強
い
も
の
へ
と
成
長
さ
せ
て
い
く
責
務
が
与
え

ら
れ
た
も
の
と
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

改
正
法
に
お
い
て
、
交
付
金
制
度
の
創
設
と
並
び
特
徴
的
な
も
の

が
「
市
町
村
産
業
振
興
促
進
計
画
」
創
設
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

「
奄
美
・
琉
球
」
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
の
実
現
を
目
指
す
奄
美
群

島
に
は
、
今
後
、
わ
が
国
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
へ
の
貢
献
も
求
め

ら
れ
る
が
、
ま
だ
外
国
人
観
光
客
へ
の
対
応
力
は
十
分
と
は
言
え
な

い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
奄
美
群
島
の
観
光
／
交
流
を
進
め
る
上
で

は
、
現
在
群
島
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
あ
ま
み
シ
マ
博

覧
会
」
な
ど
の
体
験
型
メ
ニ
ュ
ー
の
さ
ら
な
る
充
実
に
よ
る
着
地
型

観
光
の
推
進
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
民
間

企
業
な
ど
に
よ
る
設
備
投
資
の
一
層
の
促
進
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
す
る
各
種
特
例
制
度
が
、
今
回

の
法
改
正
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
り
、

奄
美
群
島
の
振
興
開
発
の
大
き
な
後
押
し
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
特
例
制
度
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
産
業
振
興
促
進
計
画
の
作

成
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
市
町
村
の
役
割
と
し
て
委
ね
ら
れ
て
い

る
。
市
町
村
自
ら
が
責
任
を
持
ち
、
地
域
内
民
間
事
業
者
と
一
体
と

な
っ
て
、
産
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
理

念
を
し
っ
か
り
尊
重
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

　

今
回
の
法
改
正
は
、
交
付
金
制
度
を
活
用
し
奄
美
群
島
市
町
村
が

一
体
と
な
っ
た
施
策
を
推
進
し
つ
つ
、
各
種
特
例
制
度
活
用
な
ど
に

よ
る
市
町
村
の
産
業
振
興
の
責
任
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
明
確
に
し
た

も
の
と
評
価
で
き
る
。

　

平
成
二
六
年
三
月
、
鹿
児
島
県
離
島
初
・
奄
美
群
島
初
と
な
る
鹿

児
島
県
立
大
島
高
等
学
校
の
春
の
選
抜
甲
子
園
出
場
に
、
奄
美
群
島

内
は
喜
び
に
沸
き
返
っ
た
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
に
定
め
ら
れ
た
将
来
像
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
若
者
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
夢
を
実
現
す
る
島
」。
い
ま
奄
美
群
島
に
は
夢
を

実
現
し
よ
う
と
す
る
多
く
の
若
者
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
。

　

今
回
改
正
さ
れ
た
奄
振
法
は
、
こ
の
よ
う
な
若
者
た
ち
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
支
え
、
新
た
な
奄
美
群
島
の
礎
を
つ
く
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
。
子
ど
も
た
ち
が
故
郷
を
誇
り
に
思
い
、
成
長
し
、
活
躍
で
き
る

島
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
奄
美
群
島
一
二
市
町

村
自
ら
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
い
と
わ
ず
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
一
丸
と

な
っ
て
施
策
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

■

市
町
村
が
担
う
べ
き
責
任
と
群
島
一
体
の
取
り
組
み

お
わ
り
に


